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　　　ロシアのＮＤＰは1861-90年は著者推計，1878-1913年はGregory[1982]と筆者のを接続
　　　させて使用した。オランダ・ベルギーは両国の銀行券流通高を使ってＮＮＰを推計し
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　図3. 1, 3.2と図3.3, 3.4において前期と後期の修正構造的成長率と現
実成長率ならびに衝撃率ａﾉ貿易変動率血がそれぞれ描かれている。第２
節で述べたように，前提とされるモデルは構造的変化（シフト）がない限
り，本質的に静態（定常的）モデルであったので，輸入植が高くなればなる
ほど，それに対応する（修正）構造的成長率は単調に低下していく。
　この性質を反映するように，前期では1864-66年頃，1876年頃，1884-85
年頃に貿易成長率がゼロを切っている。　３つの切断局面は，先にふれたよ
うに1868年，1878年の定数項のシフトを反映して生じている。次に衝撃率
に注目すると，1860年代後半から70年代前半，ならびに1880年代後半が比
－89（46）－
となり，次の図のような形で，最終的には均衡点訂＝αo/（1－α1）へ収束す
る。
　構造的変化（シフト項co）がなければ，世界貿易は最終的に均衡点に落ち
つき，貿易の成長も止まってしまう。　しかし，現実には波動的特徴を示し
ているとはいえ，貿易の成長は持続的であった。この貿易の成長を説明す
る部分が先に述べた各国における輸入関数のシフト（構造的変化）である。
例としてある時点以降輸入関数がαoからαo’へ上方にシフトしたとしよ
う。結果，均衡点は／1から召へ移り，貿易が/1点付近で行われたとして
もタ輸入関数がμoからμ1へ移れば，新しい経路はμ1に沿って変化して
行かなければならない。実際上は，先に述べた（Z:）＋7/十£）の存在によって
貿易は構造的輸入から乖離するのであるが，最終的には構造的部分に引き
つれられて変化していく。
　この構造的成長率と現実成長率の乖離は（4）式からもわかるように大きく
貿易変動率必と自己回帰率・衝撃率加十四に分解されるが，自己回帰
率屈は確定項であるので，分析概念としては構造的成長率ｇ’より修正構
造的成長率ｇ″の方が都合がよいことがある。とりあえず，以下の節では
このような分析道具を使用して世界貿易の構造変化の内容を窺っていくこ
　　　　　　　　　　　　　　－90（45）－
h=B~'Rv-iは自己回帰値, e=B-'sは衝撃値である。
　世界貿易の成長率に関しては，ｆを単位ベクトルとすると，世界貿易総
額肩が
　　　　　M―im
　　　　　　＝れ?十丿十/z十ｅ)
　　　　　　＝肩'＋£:>+H+E
で表されるので，世界貿易成長率ｇは
　(4)　　g=(.M一肩-1)/訂-1＝が十血十屈十ａﾉ
　　　　　　　　　　　　　　＝ｇ″＋ｄｖ＋ａﾉ
として分解される。(面＝£)IM-ｕ　ｈｖ=H/M-uｅｖ＝Ｅ/Ｍ-,)右辺の第一項ｇ'＝
(肩'一肩-1)/好一1が構造的成長率と呼ばれうる値であり，ｇ″＝ｇ'十加は自己
回帰率唐/訂。)を含めた修正構造的成長率と呼ぶべき値である。構造的成
長率はさらに次のように分解される。
　　　　　　,＿f召-1[ao + co+air+a2r-i]　f召-'Ａ，Ｔｍ_1
　　　　　g一　　　　　肩-1　　　　＋　　f琲ヨ
構造的成長率ｇ'の第１項はバンクレート(ｒプ。)ならびに構造的変化
coによって変化を被る部分であり，第２項は国際貿易と国内有効需要創出
機構を通じて決まってくる部分である。残余の(dv, hv, ev)はそれぞれ貿
易変動率，自己回帰率，衝撃率と呼ぶべき項目である。構造的成長率の第
２項が安定的であるとすれば，(事実ｒが変化しない限りその値は安定してい
る)構造的世界貿易(輸入)肩口ま
　(5)　　M' ―aoCr,r-＼,Co)+a:iMヨ
の形に表現される。　計測すると，α1は0.7-0.8の間にあり，もし攪乱項
(Z)＋7/十万)がなければ，つまり訂'＝肩とおけば，(5)式はM=ao十α1好一1
　　　　　　　　　　　　　　－91(44)－
めていく。ｍを輸入ベクトル（各要素は各国の輸入を表す）とし，jｒを輸出ベ
クトルとする。　ｒをイングランド銀行バンクレートとしよう≒輸入は基
本的に輸出ならびにそれとは独立の国内支出から派生する部分と対外借入
　（貸出）に依存する部分に還元されるとし，前者は説明変数として輸出j『
を，後者には国際金融市場の動向を代表する変数としてバンクレートｒを
取り上げ，その説明変数にすることにした。輸入関数はラグも含めて
　（1）　　m―ao+Co+air+a2r∃+A3X+AiX-i + v
の形で表現されるとする。(r-1, X。）は一期遅れの変数(r, x}を表し，凡
は対角行列，刀は残差項を表す。coはダミー項で構造変化を代表する。さ
らに輸入は翻って各国の輸出を誘引するわけであるから，一定の輸出誘発
係数を想定して，その誘発係数マトリヅクスを７｀とすれば，輸出は
　（2）　　Ｊ＝Ｔｍ十δ
として表される4）。　δは誤差項である。残差項ηについては系列相関（一階
自己回帰過程）がみられるとすれば
　（3）　　　■ｎ―Ｒｖ-x十ε
となる。（沢＝自己相関係数対角マトリックス）（2）（3）を（1）に代入して書き直す
と
　　　　　m―m'+d+み＋?
として分解される。　ただし，召=i-A{rとするとｍ’＝Ｒ－｀［αo十ごo十α1ｒ
十aiT-i十Ａ，Ｔｍ-１］は構造的輸入, d=B-'［んδ十九∂-1］は貿易変動値，
－92（43）－
1889年から顕著にみられ，ドイツにおける1889年の構造変化はこの事情を
反映していたと思われる。さらに米国は1880年以降工業原料，半製品など
の輸入が著しく増えており，これが米国における1882年頃のＦ値の高まり
　（ただし５％棄却水準の基準はみたしていない）をもたらしたものと思われる。
　これと対極的なのはロシアである。 1885年以降急激に輸入が制限されて
減少し，替わって輸出は特に1887年以降急激に伸びている。（それ以後，何
度か急激な落ち込みを示すが超過輸出状態は変わらない。）その主要輸出品が穀
物類であったことは広く知られているところである。
　以上の80年代までの事情に対し，1891年以降の変化は性格が異なる。
1890年代は欧州大陸を中心にして保護主義的政策が強まってきた時期であ
り，フランス，イタリアの貿易動向をみても，輸入の成長が鈍ってきてお
り，貿易収支差が急速に狭まってくる。他方，連合王国は自由貿易政策を
堅持していたため，この時期貿易収支の赤字はさらに拡大している。
　1898-1900年の変化はおもに米国，アルゼンチン，ブラジルの超過輸出
状態の定着化に現れている。さらに，20世紀に入ってからのオーストリア
　バンガリー，イタリア，カナダ，中国の輸入の伸びは驚異的である。
　このように図１．２と表ＬＩから，世界貿易の構造変化の時期を識別する
のはそれほど容易ではないことがわかる。　しかしながら，図１．２の世界貿
易に対するチャウ・テストに基づいて1880年以前の時点に一つの区分がで
きることは合理化できるであろうし，表１．１からも1876-78年頃に変化が
集中していたことが推定可能である。他方，欧州に関しては通商政策の方
向が変化した1891-93年頃，そのほかの地域（北米，第３世界）に関しては
1898-1900年に輸出輸入が変化していたという意味で，この時期が構造変
化の時期であったとみてよいであろう。
　2.世界貿易モデル
　本稿では前節の結果をふまえて以下のようなモデルを設定して分析を進
　　　　　　　　　　　　　　－93（42）－
年の場合は，米国においても輸入が異常に低下し始めた時期に対応してい
る。これは1873年の不況によるところが大きいが，南北戦争後も米国が保
護主義的関税政策を続行させた影響が大きかったと思われる。
　1876年，1878年は連合王国ならびにフランスにおいて輸入と輸出の差が
一段と開いてくる時期に当たり，ことにフランスでは輸入の伸びが著し
く，その主要部が農産物または消費財の輸入で占められ，消費経済化と国
際分業化が深まった時期である。この現象は遅れて1885年頃からイタリア
においてもみられる。欧州主要国の農産物輸入の急増はドイツにおいても
　　　　　　　　　　　　　　－94（41）－
アであるが，その値はラテンアメリカを除き，それほど大きくはない。米
国の輸入が1870年後半に大きく落ち込んでいるが，これが非欧州全体の落
ち込みに寄与し，80年代前後にＦ値を大きく上げたと思われる。それに対
し，1898年前後の非欧州地域の輸出入の動向をみると，輸出入の差が大き
くなっており，その変化はきわめて顕著である。
　他方の欧州地域では連合王国の特徴が相対的に大きく現れているとはい
え，ピーク時の1876年と1891-94年頃は他の欧州諸国でも構造変化が集中
してみられる時期であり，連合王国の特異性を際だたせているわけではな
い。図１．２から単直にいえることは，欧州地域に比べ，非欧州地域の変化
が７年ほどずれていることであり，興味深い事実であるが，再度述べるよ
うに両地域の貿易は連合王国，米国の動向を強く反映しているため，他の
諸国の構造変化を必ずしも効果的に反映していないことに注意する必要が
ある。
　このことを考慮にいれて，次に各国・地域別にチャウ・テストを試みて
みた。その結果が表１．１である2）。表からわかるように集中している時期は
1868年，1874年，1876-78年，1885年，1889-93年，1898-1900年頃である。
図１．２の結果に反して，1882年のＦ値は相対的に小さい値となって出た。
しかし，この事情は各国の輸出入の動向をみれば，理解可能である。
　1868年の変化の場合は，オーストリア・ハンガリー帝国の成立による
経済的影響（または統計内容の変更）がまず考えられるし，スエズ運河開通
（1869年）によるアジア地域の貿易の変化も予想されるところである。 1874
－95（40）－
一96（39）－
　1.世界貿易と構造変化
　19世紀後半から第一次世界大戦前（1913年）に至る世界貿易は，図１．１か
らもわかるように1873年までは持続的に成長し，1873年から1895年になる
と循環的変動を繰り返し，1895年以降再び持続的な成長を記録していた。
その間，欧州地域の貿易は全体で超過輸入（ただし，輸出はf.o.b｡値，輸入
はｃ.i.J，値で示されている）を一貫して示し，他方非欧州地域は超過輸出状
態をおおむね示していた1）。
　本稿では世界貿易の構造変化を調べるために，欧州地域と非欧州地域に
分けて，対数線型の回帰式でチャウ・テスト（ＣｈｏｗTest)を行い，Ｆ値の
動きをみてみた。図１．２にそれが示されている。欧州地域については，
ピークが1876年と1891-94年にみられ，非欧州地域については1882年なら
びに1898年にみられる。欧州・非欧州地域ともに連合王国（イギリス）と米
国のシェアが大きい（それぞれ３割前後）ため，その形状は連合王国と米国
のそれに相似している。
　とりわけ，非欧州地域では1882年に大きなピークを示しているが，各国
別にチャウ・テストで調べてみると，1882年頃にピークを示すのは米国を
のぞくとアルゼンチン，エジプト，ラテンアメリカ，日本，オーストラリ
－97（38）－
　　　　19世紀後半の世界貿易と構造変化：
　　　　計量的分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明石茂生
　19世紀中，世界貿易が飛躍的な伸びを示したことは，拙稿（明石［1990D
においてもすでにふれたとおりである。本稿では，そこでまとめた貿易
データを使って19世紀後半の世界貿易の特性を分析していく。
　本稿の展開は以下の通りである。まず第１節では輸入と輸出の関係を世
界，地域別，国別に分析し，輸入関数の構造的変化（シフト）を個別に示し
て，時期区分を設定する。前期（1852-90年）と後期（1878-1913年）の２つの
時期に分けて分析が進められることになろう。
　第２節では世界貿易モデルの大枠が説明され，第３節では計測の結果が
より具体的に示される。そこで，現実の貿易成長率を構造的成長率とそれ
以外の要因に分けて分析し，前期と後期の特性を自由貿易時期と保護貿易
時期に関連させて示すことになろう。
　第４節と第５節で地域別の成分分解と，経済成長と世界貿易の関係がそ
れぞれ説明され，前期では西欧・北欧と連合王国（イギリス）が，後期では
北米の寄与が高まることが示され，また構造変化（シフト）が経済成長（国
内総生産）と関連していることが示される。
　第６節では貿易構造の内容に焦点があてられ，前期の貿易収支の内容と
後期の輸出入の伸びに系統だった相関がみられることが示され，また前・
後期を通した連合王国の世界貿易上の機能的特性が付随して示される。最
後に本稿の要約が提示されるであろう。
　　　　　　　　　　　　－98（37）－
